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第２回 新潟市いくとぴあ食花及びアグリパーク指定管理者申請者評価会議 会議録 

 

                       日時：令和４年 10 月 28 日(金) 

                          午後１：00～午後３：45 

                       会場：ふるまち庁舎 401 会議室 

 

１ 開会【非公開】 

２ 評価方法等の確認【非公開】 

３ 公開プレゼンテーション及びヒアリング【公開】 

⑴ いくとぴあ食花 

⑵ アグリパーク 

４ 意見交換・採点【非公開】 

５ 結果報告・講評【非公開】 

６ 閉会【非公開】 

 

 

（司 会） 

 では、これからいくとぴあ食花及びアグリパーク指定管理者申請者評価会議の公開プ

レゼンテーションとヒアリングを開催いたします。 

 今回の申請者は、資料のとおり、いくとぴあ食花及びアグリパークそれぞれグリーン

産業株式会社を代表団体とする３者の共同事業体である「いくとぴあ食花運営グループ」

及び「アグリパーク運営グループ」になります。まず、いくとぴあ食花のプレゼンテー

ションを 30 分、その後ヒアリングを 20 分行います。引き続き、アグリパークのプレゼ

ンテーションを 20 分、その後ヒアリングを 15 分行います。プレゼンテーション終了の

３分前にベルを１度、終了時にはベルを２度鳴らします。終了のベルが鳴りましたら、

すみやかに説明を終了してください。 

 それでは、いくとぴあ食花からプレゼンテーションを始めます。申請者の方、よろし

くお願いいたします。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 これから、いくとぴあ食花４施設及びアグリパーク指定管理者応募における私たち運

営グループのプレゼンテーションをさせていただきます。 

 グリーン産業、愛宕商事、新潟ビルサービスの３者は、いずれも新潟市に本社を置き、

新潟市の発展に微力でございますが貢献してまいりました。当グループはいくとぴあ食

花及びアグリパーク開業以来、本施設の指定管理者としてさまざまな課題に日々、全力

に取り組んでおります。また、当グループ各社は、新潟市内外でさまざまな施設の指定

管理者として経験し、ノウハウを蓄積してまいりました。今後も、この経験とノウハウ

を生かし、さらにいくとぴあ食花及びアグリパークで培った専門技術を最大限に発揮し、

新潟市の行政推進にさらなる貢献をしてまいりたいと思っております。 

 また、グループ各社は、本事業を決して現場任せにせず、本社を含め全社的に取り組

むことをお約束いたします。 
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 それでは、これから当グループの事業計画の説明をさせていただきます。 

 当グループの事業理念・運営方針についてご説明いたします。当グループはいくとぴ

あ食花における食と花の交流センター、こども創造センター、動物ふれあいセンターを

平成 25 年の開設から、また食育・花育センターに関しましては、平成 30 年から現在ま

で運営を行ってまいりました。当グループ各社は新潟市内に本社を置き、各社とも地元

新潟市とともに発展することを目指してまいりました。そのような中、新潟市の発展に

より貢献すべく、いくとぴあ食花の指定管理者に応募し、その発展を通して新潟市の行

政施策の達成に貢献していることを事業理念の第一義と考えております。 

 また、指定管理者としてお客様への高品質なサービスと安全安心な環境を継続的に提

供することはもちろん、さらなる経費の削減に努め、その削減した経費をサービス技術

の向上、施設利便性の向上に投入し、いくとぴあ食花を発展させるべく努めてまいりま

す。 

 次に、運営方針でございます。一つ目は、いくとぴあ食花ゾーン全体の一体的な管理

運営です。今後、現指定管理者として食と花の交流センターにあります直売所とレスト

ランの再公募を新潟市と相談しながら進めていくことになりますが、次年度からの出店

を含め、いくとぴあ食花としてより一層の一体感を持ち、いくとぴあゾーンの魅力アッ

プ、お客様へのサービスの提供に努め、顧客満足度を向上させ、利用者数の増加を目指

してまいります。 

 二つ目は、ｗｉｔｈコロナとしての事業推進です。新型コロナウイルスが流行して２

年半が経過いたしましたが、まだ流行の収束は見えていない状況であります。当グルー

プでは、新型コロナウイルス流行後、さまざまな試行錯誤を繰り返しながら、各種事業

を実施してまいりました。その経験を生かし、プログラムにおいてさまざまなバリエー

ションを増やし、お客様のニーズに対応し、各種工夫を凝らした事業を展開してまいり

ます。 

 三つ目は市外・県外へのプロモーションの強化になります。いくとぴあ食花が開業し

て 10 年を迎え、新潟市においてはいくとぴあ食花の周知はある程度進んでいるものと考

えております。次期間におきましては、市外へ、さらに首都圏を中心にした県外からの

集客にも注力したいと考えております。どこからでもいくとぴあ食花の情報が収集でき

るＷｅｂでの情報発信を強化することはもちろんのこと、次期指定管理期間では、新潟

市のプロモーション事業や企画で実績豊富なジェイアール東日本企画と連携して、いく

とぴあ食花を絡めたプランの企画、イベント等を実施し、県外からの誘致を目指してま

いります。 

 次に、いくとぴあ食花４施設の来場者数の目標についてご説明いたします。現指定管

理期間において、令和元年度には来場者数 163 万人を集客いたしました。それがコロナ

の影響で令和２年度には 134 万人にまで減少いたしました。コロナ後においては、その

対策も講じつつ、少しずつ回復はしておりますが、現時点では今年度、令和４年度末の

来場者数は 150 万人と推定いたしております。まだまだコロナの影響が残る現状ではあ

りますが、当グループは事業計画書記載の具体策により、まず令和７年度までにはコロ

ナ前の数値に回復させ、165 万人の要求水準・目標値を達成させます。その後も継続して

具体策を改善し、次期指定管理期間最終年の令和９年度には 170 万人の来場者を集客い

たします。また、将来的には、新潟県のシンボル的施設である新潟ふるさと村の 180 万



- 3 - 

人を達成して、いくとぴあ食花を新潟市の新たなシンボルとなる施設に発展させてまい

ります。 

 続きまして、各施設の取組み状況についてご説明いたします。まず食と花の交流セン

ターについてです。食と花の交流センターでは３点に絞ってご説明いたします。まずは

花と緑の展示事業です。食と花の交流センターのガーデンは、施設間の交流を生むハブ

としての機能を高め、お客様のいくとぴあ食花全体の回遊性を向上させるべく、その魅

力をアピールしております。当グループでは、ＮＨＫの「趣味の園芸」講師でもある園

芸研究家の矢澤秀成氏を顧問として迎え、ガーデンのデザインから育成管理の監修を依

頼しております。次期指定管理期間においても、矢澤先生監修のもと、質の高い花空間

を提供してまいります。ガーデンのデザインについては、新潟に関連したテーマを設け、

訪れた方の目と心を癒やし、また郷土愛の醸成へつながるようなデザインといたします。 

 次に食と花のプロモーション事業です。当グループでは、食や花だけにとらわれず、

ジャンルを超えたさまざまな団体とのコラボにより、より広くその魅力を伝えたいと考

えております。年２回開催しているイルミネーションもその一つです。私たちは、新た

な来場者にも訴求できるよう、音楽やダンスなど、視点を変えた事業を展開してまいり

ます。 

 ３点目は、直売所とレストランです。これから現指定管理者として直売所とレストラ

ンの出店者の公募を行います。公募に当たりましては、画面記載のとおり、設置目的で

ある新潟市産品のＰＲ、地場産品や地産地消の推進を達成できる事業者を選定します。

そして、次期指定管理期間において、指定管理者と一体となっていくとぴあ食花の魅力

の向上、施設サービスを提供できるような連携体制を構築し、かつ出店者の安定的な経

営、収益の向上につながるような協力体制を構築してまいります。 

 続きまして、食育・花育センターについてご説明します。食育・花育センターは、４

点に絞ってご説明します。まず、食育推進事業です。当グループでは、新潟市食育推進

計画を基本にして、特に食育のすそ野を広げることを目的に実施したいと考えています。

ターゲットを子ども、小さいお子さまをお持ちのお母さん、お父さんに絞り、子ども向

け、保育向け、親子向けの料理教室に注力してまいります。食育のすそ野を広げるとい

った意味合いでは、若い学生とも連携した事業を展開し、例えば、食品ロスを意識した

エコレシピの企画などを進めていきたいと考えています。 

 次に、花育推進事業です。花育推進事業では、引き続き、新潟流ライフスタイルのブ

ランド形成を目的に各種事業に取り組んでまいります。この画面にはございませんが、

次の４点を新しい切り口としてご紹介させていただきます。 

 一つ目は、園芸相談員や新潟大学農学部の協力により、植物の科学的効果のＰＲ体験

を行います。二つ目は、食育・花育センター、ガーデン、屋外見本園をクイズラリーで

回るセルフガイド体験イベント「花育なぞときクイズラリー」を年３回行います。三つ

目は、地域の団体と連携した展示会を開催する際に、相談コーナーや即売コーナー、ワ

ークショップコーナーを設け、そこで得た知識をすぐに実践できるよう、展示だけでは

ない体験型の展示会を開催いたします。四つ目は、花育マスターの活躍の場として、ア

トリウムでワークショップやマルシェを開催してまいります。 

 次に、食育・花育の普及啓発活動になります。いくとぴあ食花で実施する多くの体験

イベントが、食育・花育の普及啓発活動に通じるものです。その中でも、食育の日、花
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育の日については、いくとぴあ食花の直売所やレストラン、新潟市や関係団体とも協力

をして、普及啓発活動に努めたいと考えております。具体的には、食育の日には直売所

内に食育にまつわるテーマでの売り場展開、レストランでは特別メニューの提供などを

出店者に依頼してまいります。花育の日では直売所の花屋と連携し、特別ブースを設け

る体験企画を実施するなど、花屋の利用促進にも考慮した企画を実施して、啓発活動を

図ります。 

 次に、館内対応業務につきましては、食育・花育センターはたくさんのお客様がおら

れますので、全職員がおもてなしの気持ちを持って、同じレベルでお客様への接客を行

い、ＣＳＲを高めてまいります。 

 続きまして、動物ふれあいセンター事業についてご説明します。動物ふれあいセンタ

ーにおいては、飼育動物の適正飼育、動物に関する学びの提供、譲渡活動の推進を基本

理念の三本柱として事業を展開しております。動物の適正飼育については、仕様書、関

係法令を遵守したマニュアルを作成、全職員に周知させたうえで、日常的な管理、暑さ

や寒さに対応した管理、繁殖期別の管理、老齢個体の管理など、各動物に応じた管理を

獣医師の指導のもと実施し、飼育動物の異常や変化に対し、早期に適切な処置を行って

まいります。動物に関する学びの場の提供に関しましては、動物ふれあい事業、動物展

示事業、学習支援と情報発信の３点でご説明します。まずは、動物ふれあい事業です。 

 動物ふれあい事業の新規取組みとして、獣医師と連携して聴診器を使いながら、さま

ざまな動物の心音を聞くイベントやレントゲン写真を実際の動物と見比べるなどのイベ

ントを楽しみながら、命の大切さや人と動物の違いを伝えてまいる企画を計画しており

ます。 

 次に、動物展示事業についてです。動物への理解を深め、動物の健全で正常な行動を

引き出し、健康に生育できるよう、環境エンリッチメントを考慮した動物の展示を行い

ます。また、動物ふれあいセンターで飼育される愛玩動物については、正しい飼い方が

分かるようなモデル展示を行い、お客様が実践できるようサポートいたします。 

 次に、学習支援と情報発信についてです。当グループは、多くの学生のインターンシ

ップやボランティアの受け入れにも注力してまいりました。今後も引き続き、動物愛護

の精神や動物と人がともに暮らす心豊かな社会の実現に寄与する人材を育成するという

観点から、積極的にインターンシップやボランティアを受け入れたいと考えています。

情報発信については、ホームページやブログ、特に最近ではＳＮＳを積極的に活用し、

動物の旬の情報やイベントの様子を掲載いたします。 

 次に、譲渡活動の推進です。できるだけ多くの譲渡希望者が参加できるよう、またで

きるだけ多くの動物が譲渡されるよう、申し込みがあれば休館日以外毎日、譲渡前講習

会と譲渡会を新潟市動物愛護センターと共催いたします。なお、譲渡対象となる動物の

すべてが譲渡先に引き継がれるよう、工夫を凝らした展示と情報提供を行い、基本的な

しつけや健康管理に努めています。また、館内には譲渡された動物の様子を掲示すると

ともに、譲渡会への参加方法も掲示し、譲渡希望者の掘り起こしを行ってまいります。

このような取組みの結果、この９年間で犬、猫の譲渡数は 2,043 頭にのぼり、年間平均

での譲渡率が 97.6 パーセントを達成しております。 

 続きまして、こども創造センターについてご説明いたします。こども創造センターで

は、こども創作・体験活動事業、地域との連携事業、学校連携事業、安全管理の４点に
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ついてご説明します。まずは、こども創作・体験活動事業です。常設事業として、当グ

ループ独自の企画、創作体験、遊びの活動を展開します。１階のものづくりひろばでは、

自分で解決し、準備し、製作し、後片づけまでの一連の活動を主体的にできるよう支援

します。また、２階から４階のあそびの広場では、さまざまな常設ツールを活用し、年

齢に応じて楽しめるよう、特に他者とのかかわりが生まれることを意識した運営を行い

ます。特設事業の内容は、そのときどきのニーズやトレンドを組み入れながら、他セン

ターとのコラボや各種団体との連携など、さまざまな内容で展開します。 

 次に地域との連携についてです。地域との連携事業として、当グループでは、地域交

流活動とボランティア育成活動の二つを軸として展開してまいります。地域交流活動で

当グループが重視していることは、技能を持った市民の活動及び人材の掘り起こしです。

こんな造形や遊びを子どもに提供したいと考えている市民は多くいらっしゃると思いま

す。そのような市民や団体に対し、当グループではこども創造センターのサポーターに

協力していただいたうえで活動をしていただいております。令和３年度では、コロナ禍

ではありますが 198 回の活動実績がありました。ボランティアについては、令和３年度

の実績で延べ 205 人もの方にご参加を頂きました。 

 次に、学校連携事業についてご説明します。こども創造センターでは、学校、幼稚園、

保育園単位での団体利用も多く、また教育研究団体の利用や教育関係の大学、専門学校

の教員、学生の実習、研究、研修、ボランティアの活動の場としての活用もいただいて

います。今後も引き続き、教育関係機関と連携、活動の場を提供することにより、こど

も創造センターの存在意義を高めます。 

 最後に安全管理です。当グループでは、施設管理員、警備員を常駐させ、各種訓練や

研修を適宜行うことで、有事の際に適切な対応が取れるよう準備するとともに、きめ細

やかな施設巡回により危険発生の予防に努めます。なお、警備員については、特に小さ

いお子さんを持つお母さんに配慮して、女性の警備員を適宜配置しております。 

 次に、いくとぴあ食花における団体体験プログラムについてご説明いたします。団体

体験プログラムは、いくとぴあ食花開業以来、平日の集客の柱として、またいくとぴあ

食花各施設の市民への周知を踏まえて展開してまいりました。プログラムの内容は定期

的に見直し、ブラッシュアップを図り、大変好評を得ております。今後も、各センター

において、団体体験プログラムを推進してまいりますが、こちらに記載のとおりＧＩＧ

Ａスクールへの対応、より広く展開できるプログラムの開発を行い、さらに進化した団

体体験プログラムを展開いたします。 

 続きまして、交流イベントとコラボメニューについてご説明します。交流イベントに

ついては、いくとぴあ食花６施設の一体管理の具体的な活動として、またいくとぴあ食

花全体のにぎわいの創出として、いくとぴあ食花全施設が連携する大規模イベントとい

うことで、年８回開催しております。イベント開催時のお客様の回遊性の向上及びリピ

ート参加を促す施策の実施など、来場者を増やす方策を実施してまいります。コラボメ

ニューについては、いくとぴあ食花施設の持つさまざまな特色を生かし、楽しく、食育

と花育を意識することができるコラボイベントを企画実施してまいります。 

 続きまして、開館時間、休館日のご説明です。今回の公募の仕様に開館時間の柔軟な

対応についての記載もあることから、今後、施設の利用動向を詳細に分析し、また施設

運営のオペレーションも踏まえて、開館時間の変更について慎重に検討、新潟市とも協
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議させていただきたいと考えております。次に休館日の設定です。休館日については、

昨今のワーク・ライフ・バランスの推進や、施設設備の経年による劣化など、より細や

かなメンテナンスの必要性から、休館日を新たに追加したいと考えております。なお、

休館日を増やす際は、新潟市と事前に協議をさせていただきつつ、お客様への丁寧なア

ナウンスにより、トラブル、クレームのないよう努めてまいります。 

 次に、駐車場事業についてのご提案になります。今回の指定管理事業計画の中で大き

な変更を提案しているのが駐車場の管理についてです。現在の駐車場機器は 10 年目を迎

え、劣化も激しく、機器トラブルの発生頻度も増してきています。また、新 500 円硬貨、

高額紙幣、キャッシュレス決済にも対応できず、施設職員が両替のため精算機に走るこ

ともしばしばあります。さらには、２年後には新紙幣が流通することもあり、それに対

応するためには、機器のバージョンアップ、もしくは入れ替えを行わなくてはなりませ

ん。今回、当グループの提案では、新たに駐車場事業者と連携し、現在、配置している

警備員の見直し、大型バスの駐車システム化、機器のメンテナンスの効率化により、駐

車場にかかわるコストを削減しつつ、指定管理料の範囲内で、新たな機器への入れ替え

を提案させていただきました。導入に際しては、新潟市との協議が必要になりますが、

利用者の利便性は確実に向上しますし、指定管理料全額での対応として、ぜひ進めさせ

ていただきたいと考えております。 

 続きまして、自主事業に関する提案です。自主事業に関しては、指定管理者としての

利益を目指すものではなく、その収益はお客様へ還元する原資として活用し、施設サー

ビスの向上、施設機能の充実に充当します。また、企画内容、事業内容については、お

客様のニーズや行政施策の流行などを取り入れ、ブラッシュアップや新規企画を検討、

実施し、いくとぴあ食花の集客増、収入増に貢献できるよう取り組んでまいります。 

 経費削減についてご説明します。今回の公募では、経費関係の見直し、管理運営の効

率化を図ることは大変重要なポイントであると考えています。これまで実施してきた各

種削減策の強化や新規に取り組む削減策など、新潟市の理解を得ながら実施してまいり

ます。まず、①の施設管理運営の見直しによる管理経費の削減です。前述しましたとお

り、休館日をこれまでより多く設定することにより、各種エネルギー料金の削減が可能

となります。また、駐車場の管理方法を見直すことにより、駐車場にかかる経費の圧縮

を図ります。次に②各センターでの共通業務を一つのセンターに集約した効率的な人員

配置による経費削減。③主に外注費の削減に着目し、職員の能力を最大限生かした経費

の削減。④グループ各社のスケールメリットを生かした経費の削減、これらを計画的に

実施し、経費の削減を強化いたします。 

 利用促進についてご説明いたします。まず、①Ｗｅｂ機能についてですが、現在、い

くとぴあ食花のホームページは、開業から約 10 年たちましたが、まだスマートフォンへ

の対応が遅れております。昨今、主流となっているＳＮＳでの情報収集、情報発信はス

マートフォンが主流であり、まずはスマートフォンに対応したホームページに改編いた

します。また、多くの方が利用されているＬＩＮＥを活用した情報発信、来場ポイント

企画など、利用促進企画を考案、展開し、利用促進を図るとともに、新潟市の各種広報

ツールも積極的に活用させていただきたいと思っています。 

 撮影のスポットについてですが、いくとぴあ食花をできるだけ身近に感じていただき、

撮影をしていただいた上でＳＮＳに投稿して、拡散していただくなど、集客につなげて
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まいります。障がい者対応に関しましては、こちら画面の記載のとおり、適宜人員も配

置して、障がい者の受け入れに積極的に取り組んでおります。また、イベントや障がい

者が施設を利用しやすい企画など、障がい者が社会とより多くかかわれるよう、継続し

て取り組んでまいります。 

 最後にＳＤＧｓについてご説明します。当グループは現在のいくとぴあ食花の管理運

営においても、除草した草を植栽地のマルチングで活用したり、人が食べない野菜の部

位をもらい動物のえさにしたりと、ＳＤＧｓにつながる取組みをしております。今後も、

さまざまな年代にＳＤＧｓに関心を持ってもらえるようなきっかけや啓発活動に取り組

んでまいります。 

 いくとぴあ食花グループは、これまでの実績と経験を基に、またグループ各社が培っ

たノウハウと専門性を融合させ、全社一丸となりいくとぴあ食花の管理運営に取り組ん

でまいる所存でございます。以上で、プレゼンテーションを終了させていただきます。 

 

（司 会） 

 それでは、これから評価会議の委員の皆様から申請者へのヒアリングを行います。委

員の皆様のほうからご質問、ご意見等ございましたら挙手をお願いいたします。 

 

（本間委員） 

 ふれあいセンターで動物に関する何かしらの新規イベントの計画があれば少し説明し

てほしいのですけれども、よろしいですか。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 今ほどありましたように、説明にあった獣医師と連携した心音を聞くイベントや、レ

ントゲン写真を実際の動物と比べるイベントなどを今のところは考えております。 

 

（本間委員） 

 モルモットに関して、何か話がありますでしょうか。学校飼育のほうでモルモットを

扱っていまして、それの繁殖、学校に渡すモルモットがなかなか数がいないということ

で、獣医師会としてもセンターのほうへ少し要望を出したことがあるのです。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 今現在、オスのモルモットを導入いたしまして、動物愛護センターと協力しながら繁

殖が行われています。 

 

（本間委員） 

 繁殖は新たに始めたということでしょうか。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 はい、そうです。 

 

（本間委員） 
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 分かりました。その辺は、学校の児童が見学に来たり、いろいろな連携が強まると思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（中野委員） 

 新潟の花生産をやられている農家さんたちに対して、今、生産から流通、販売のほう

ですごく苦戦しているというところがあります。その辺りを各生産者の方といわゆる花

育センターのほうで交流が持てたらいいなとずっと思っているのですけれども、何か企

画がございましたら教えてください。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 現在、交流連携につきましては、見学ツアーと即売会、展示と三つの方法を考えてお

ります。見学ツアーに、現在はいくとぴあ食花で活動する花のボランティア緑化マイス

ターの方々と、ガーデンの顧問をしていただいております矢澤先生、こちらの方たちと

生産者見学ツアーを年１回やっております。行くと特別に花を安く販売していただいた

り、参加者に非常に好評でした。これから先生といろいろ相談しまして、今後は生産者

の繁忙期にかからないように状態を見ながら、年２回、できれば開催していきたいなと

いうことと、一般の参加者の方の募集も行っていきたいと思っています。 

 即売会としましては、昨年度、フラワーマルシェにおいて生産者直売コーナーを設け

ました。売り上げ目標の達成度ですとか、満足度アンケート、こちらのほうを取らせて

いただいております。このような結果を受けて、生産者の方々が手ごたえを感じるよう

な、そういう即売会を今後も連携を取りながら続けてまいりたいと思います。 

 最後に、展示ということで、生産者の方々の了承を得られれば、食育・花育センター

の花育コーナーにおきまして、モニターがありますので、そちらで生産者の方々の紹介、

こういうＰＲをさせていただければと考えております。 

 

（中野委員） 

 少し離れたエリアになりますけれども、秋葉区、南区を中心に生産者がたくさんいま

すので、ぜひ交流していただきたいと思います。 

 

（村山委員） 

 私のほうからは食育・花育センターについてです。長期目標として学・社・民との協

働、新たな産業となることを目指すと記載されておりますけれども、具体的に言います

とどういうことなのかということを説明していただきたいというのが一点。 

 それから、より広いすそ野に展開していくということが、新潟市の食育の計画の中で

も課題となっております。そういった中で、プレゼンテーションの中では学生や大学と

の連携ということが出てきたのですけれども、それ以外に新たな組織や団体との連携と

いう形でお考えがありましたらお願いいたします。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 長期目標の「学」とは、団体体験プログラムにおきまして、現在、幼稚園、保育園、

小学校との連携を図ってまいりまして、中学校、高校、大学とはインターンシップ及び
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職場体験など、今後、受け入れていきます。さらに大学、専門学校は、料理教室におけ

るレシピ開発を進めてまいります。「社」である公民館とは料理教室担当と情報交換を

密に行ってまいります。また今後、初めての試みにはなると思うのですが、みなとぴあ

の新潟市歴史博物館と連携を図りまして、ちょうど来月に１回目があるのですが、調理

室を使用しまして、羽釜で炊いたご飯で塩おむすびという料理教室も連携として図って

いくところでございます。当然、みなとぴあのほうでも、新潟の笹団子ですとか、けん

さ焼きですとか、そういったものをパネルで展示していただきながら、共催という形で

行ってみようかなというところであります。 

 また、「民」のほうでは、新潟水辺の会鳥屋野潟プロジェクトチームと共催による、

空心菜を使った料理教室なども行ってまいります。あとはキッズキッチン協会と連携し

た、それこそ親子料理教室ですとか、食生活改善推進協議会と連携した料理教室等を開

催していこうという計画でおります。 

 

（村山委員） 

 産業化という視点では何か方向性というのはお考えなのでしょうか。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 食花については、かつて一正蒲鉾だったり、民間企業からご支援を頂いた教室を展開

したりしておりますので、そういったところにも働きをかけさせていただいて、産とい

うところと連携ができる事業かなと思っております。また、全体的な利用者の増加に関

しましては、年に一回、鳥屋野潟湖南で指定管理をやっております指定管理者同士で連

絡協議会を開催しておりまして、それぞれの部分でのイベントの情報、特にアルビレッ

クスの年間のスケジュールがかなり気になりますので、その辺りの連携したイベントを

次年度から展開しましょうというお話も進めさせていただいております。 

 

（村山委員） 

 ぜひすそ野を広げるという観点で、よろしくお願いいたします。 

 

（椎谷委員） 

 私のほうからこども創造センターについて、ご質問をさせていただきたいと思います。

非常に子どもたちにとってもわくわくするような、とてもすばらしい内容の事業だなと

感じました。 

 平日なのですが、園児や小学生がいない時間帯、乳幼児、未就園の親子の利用という

のは多いものなのでしょうか。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 最近、特に多いです。特にゼロ歳児から１歳児くらいの小さい乳幼児を連れたお母さ

ん方の利用が非常に増えております。 

 

（椎谷委員） 

 新潟の気候も、雨や雪や寒いとかということで、室内の遊び場をお母さんたちはとて
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も求めているのです。それで未就園の乳幼児のお子さん向けのものというのが、これか

ら企画をされていくのか、またニーズにこたえてゼロ歳からのコンサートを行ったとい

うこともありますので、お母さんたちのこういったことをしてほしいという要望にお答

えしていっていただけるのか。乳幼児の支援のほうにお伺いしたいと思いました。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 ご指摘のとおり、ゼロ歳児からの親子のコンサートとか、ダンス教室とか、それから

パパカフェとか、ママカフェみたいなことも開催しております。今後、おいでになった

方同士が交流を深めながら、子ども同士がそこで交流していくような形のものも、もっ

と広めていきたいと思っております。 

 

（椎谷委員） 

 ぜひよろしくお願いいたします。 

 

（伊藤委員） 

 利用促進についてお伺いいたします。先ほどの発表で、県外へのプロモーション強化

について、大変強くお話がありまして、うれしい限りであります。県外へのプロモーシ

ョン強化の中で、ジェイアール東日本企画関係の今後の期待できる取組みについて、こ

れをもう少し具体的にお話しいただくとありがたいと思っております。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 今回、ジェイアール東日本企画とのコラボに関しましては、まず新潟市でのプロモー

ション事業の取組み実績があるということもございまして、ご一緒させていただきまし

た。コロナの関係で中断しておりますが、かつてＪＲ東日本が企画しておりますデステ

ィネーションキャンペーンに私どもいくとぴあもお願いして入れてもらって、集客を図

ったという過去の経緯がございますので、今後、デスティネーションキャンペーンです

とか、そういったキャンペーンの情報を教えていただいて、その中からピックアップし

ていきたいということが一つございます。 

 もう一つは、これもコロナの関係でここ数年中断しておりますが、以前は新潟市がや

られている観光キャラバンというものがありました。近隣の福島、群馬、栃木、茨城と

に観光キャラバンを出してやっていらっしゃったものに相乗りをさせていただきまして、

キャラバンに一緒に行っておりました。その辺を復活させて、観光キャラバンへの参加

をして、ＰＲを図りたいと考えております。 

 

（伊藤委員） 

 よく県外の施設の例を考えますと、ほかの施設、付近の施設をまとめまして、旅行パ

ックにして売り出している施設がたくさんございます、そのような方向で計画というの

はございますでしょうか。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 私どもも単独としてというのはなかなか難しい。どうしてもキャリアが一緒にならな
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いとできないということで、先ほど、お話ししましたＤＣに関しましては、新幹線と新

潟駅からのタクシーチケットといくとぴあでの花畑の鑑賞といくとぴあのレストランを

パッケージにした商品で販売いたしておりまして、期間中に約 700 名のご利用を頂いた

という実績があります。また、独自に旅行代理店にご協力いただけるのであれば、クラ

ブツーリズムとか、そういったところにＰＲを図って、企画を持ち込んでいくというこ

ともキャラバンの延長でやっていく必要はあろうかと思っています。一例を言いますと、

アグリパークではクラブツーリズムが長岡花火の日の夜、アグリパークに泊まって、翌

朝、収穫体験をして帰るというツアーを３年間やりまして、好評いただいていますので、

こういったところも参考にしながら、企画していきたいと思っております。 

 

（伊藤委員） 

 いくとぴあ食花は体験された方は、とてもそれを評価していただいておりますので、

やはり県外の多くの方からまず体験していただくということが大切であると思います。

ぜひその方向でよろしくお願いいたします。 

 

（間瀬委員） 

 全体的な取組みでお聞きしたいのですけれども、プレゼンテーションの中でいろいろ

な経費削減と効率化というように書かれています。削減というのは全体的にどれくらい

のコストなのかきちんと把握されているのかというところと、削減したことによって品

質向上と触れられておりましたけれども、品質向上というのは、何をもって品質向上に

当たるのかという計測ですとか、顧客満足度の向上というところにおいても、どのよう

なアンケート聴取をして、どのような分析をして次に活かすのかというところで、今ま

でやってきたことを振り返って、改めてこれを削減する、しないというようなジャッジ

が、この削減で実は行き届かない情報があるのではないのかとか、デジタル化すること

によって、実を言うとアナログのほうがよかったのではないのかとか、そういった分析

がされるような機会や会議など、そういう取組みはお考えかどうかというところをお聞

きしたいところでございます。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 まず経費削減に取り組む、なぜ今回これが肝かと申し上げますと、この 10 年間、指定

管理をさせていただいてきて、今回、新潟市のご判断もあったと思いますが、かなりの

金額の指定管理料の見直しがございました。具体的に言いますと約 2,000 万円近い金額

になりますが、それをまず削減しなくてはいけないという基本的立場から経費の削減を

図ったというところです。かといって劣化してはいけないわけですからどうするかとい

うことで、まず一つお客様に対してプラスになる要素としては、駐車場の機器の入れ替

えでございます。今でも 500 円硬貨に対応ができていない、キャッシュレスの対応がで

きない、1,000 円札以外は使えない、非常にチープな機械になっておりまして、お客様の

ほうからかなり評判が悪い。そのときどきに我々スタッフが出ていって、対応しなくて

はならない、この手間も多い。それから機器のトラブルによって駐車場の管理員の方に

かかる負担がかなり出ていて、人数もかなりの人数を配置していたと。これも今回、提

携させていただくことによって、指定管理料の中で、新潟市から過度なご負担を頂かず
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我々の工夫で機械を入れ替えて、それがお客様へのプラスにもつながっていく、利便性

が上がるという目的で機械の設置を入れ替えさせていただくということが一つのポイン

トでございます。 

 もう一つは、振り返りに関しましては、毎月、事業体全体としての数値、各施設の予

算に対する対比が検証できるような会議を毎月やっております。４期に一度はそれぞれ

の代表者が会議に参加して、事業検証を行うという機会もさせていただいています。そ

んな振り返りもしながら、今回、大きく金額を削減する一つのポイントは、お客様への

ご負担がない中で、いかに効率的な人員配置をするか。はっきり申し上げて、私ども、

それなりに人員を配置してきたのですが、もう一度、ここのところの人員は要らないよ

ねとか、先ほど言ったように駐車場の機械がよくなれば、警備員さんはもう少しこうし

てもいいよねとか、そういったような検証、振り返りをしたうえで、予算作成をさせて

いただきました。ただ、まだ実際、動き出してからいくつか出てくるかもしれませんが、

現状、この提案に当たっては、そういう視点で作らせていただきました。 

 

（間瀬委員） 

 情報戦略においても、手を動かしていただく現場の方はけっこうつらい状況というこ

とは目に見えています。現場で勤める方への結果はどうだったのかというリターンがき

ちんとあるだとか、これだけ削減して効率化が図られるということですと、労働環境も

厳しくなったり目に見えています。お客様を増やすという目的もありますけれども、働

く皆さんが楽しく働けるという環境の整備というものも、今一度お考えいただきつつも、

サービスの提供の時間というのは、どんどん改良するペースが速くなっていますので、

皆さん今まで取り組んでいることに関して、少し振り返って、さらなる向上というもの

をぜひ目指していただきたいなというところでございます。 

 

（いくとぴあ食花運営グループ） 

 何せ非常に労働生産性が高い仕事でございます。スタッフあっての仕事なので、そこ

はもう一度振り返って、過度な負担にならないようにシフトの管理等は、本社を交えて

各社でやっていきたいと思っております。 

 

（司 会） 

 それでは、いくとぴあ食花についてのヒアリングをこれで終了いたします。 

 引き続き、アグリパークについてのプレゼンテーションを開始いたしますので、申請

者の方は準備をお願いいたします。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 それでは、引き続きまして、アグリパーク運営グループのプレゼンテーションを始め

させていただきます。 

 まず、事業理念、運営方法についてご説明します。新潟市では、にいがた未来ビジョ

ンを中心にしたまちづくりを行政施策として掲げており、当グループは現指定管理期間

において、このビジョンの積極的な推進役として、新潟市との連携を図りながら事業を

行ってまいりました。私たちはこれまでの９年間の実績をふまえ、教育ファーム、就農
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支援、農業の６次産業化の促進というアグリパークの三つの事業をさらに充実させ、だ

れでも農業体験を気軽に楽しめ、学べる公平な施設の運営を通して、新潟市が目指す行

政施策の推進に取り組んでまいります。 

 次に、中期計画、長期展望についてご説明いたします。以前は 19 万名を掲げていた来

場者数も新型コロナウイルスの影響により大きく落ち込んでしまいました。今後はさま

ざまなイベントの実施やあらゆる方向への広報を行う等の工夫により、再度、年間来場

者数 19 万人を目指します。また、長期的には、新潟市民が日々の暮らしの中で地元の食

と農の恵み、豊かさを感じて、誇りを持ってもらうことができるよう、日々の事業を推

進いたします。 

 次に、教育ファーム事業についてご説明いたします。学校向け事業については、アグ

リパークは、新潟市教育の情報化ビジョンの中で、学校と連携してＧＩＧＡスクールに

取り組む施設と示されており、令和３年度から令和４年度にかけて、既存のＡＳＰプロ

グラムをＧＩＧＡスクールに改良したものに改正いたしました。また、当施設に来園し

た子どもたちが学んだ食事、命の大切さを一般の方にも感じてもらおうと体験を行った

学校から絵画を募集し、アグリ・アート展を実施しました。実際には、一般の方だけで

なく、子どもたちの保護者も大勢鑑賞に訪れ、子どもたちが言葉では表現しきれなかっ

た感動を絵から感じていただきました。今後は、さらにＧＩＧＡスクールを進展させる

ため、ｉＰａｄを有効に活用したプログラムをアグリ・スタディ・プログラム指導主事

と連携しながら開発するとともに、過去に特別な支援が必要な児童生徒に対して試行し、

好評だった動物の散歩体験などのプログラムメニューに加えてまいります。 

 一般向け事業については、コロナ前は体験者数約１万 2,000 名程度で推移していたと

ころ、令和２年度にはコロナの影響により１万名を下回るまでに落ち込んでしまいまし

た。しかし、体験内容を農業と料理を結びつけた、その関連性に気づかせるようなもの

に改善したり、収穫物を有効活用した企画を行うことにより、令和３年度には１万 1,000

名まで回復させることができました。しかし、南区にはまだ体験イベントで扱ったこと

はないが、有名ですばらしい食事も多くあるため、今後はこれまで以上に新潟市の農畜

産物を生かした企画を考案します。具体的には、新米コシヒカリの羽釜炊き体験や、新

潟の伝統なすの食べ比べ体験、しろねポークのハンバーガー作り体験などを考えていま

す。また、コロナ前には多かった団体利用の復活も目指します。そのためには、ｗｉｔ

ｈコロナを意識し、飲食を伴わないプログラムを増やしていき、団体が利用しやすい形

を整え、最終的には年間 70 団体の来場を目指します。 

 就農支援事業についてご説明します。今期、指定管理期間では、これまでに就農支援

事業担当を配置し、事業に当たっていた機能を就農支援センターに格上げし、センター

長を配置して、よりきめ細かい対応を行ってまいりました。現状として、就農希望者が

相談、研修、サポートを一貫して受け入れてもらえる施設がほかにないため、アグリパ

ークがそういった要望にこたえるべく、就農支援事業は相談数に寄り添った一貫的な業

務として実施しています。就農相談は、新規就農希望者や農業法人への雇用規模、親元

就農者など、相談者個々の状況も異なり、その相談内容も多様化しており、年齢、家族

構成、就農に対する考え方などの状況も異なっております。これらのことを踏まえて、

相談者の話を聞くとともに、就農ありきでの対応をすることではなく、生活の維持を前

提とした適切な対応を心がけます。また、新規就農に関しては、国をはじめとした行政
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による各種支援制度がありますが、その制度は毎年、変更することもありますので、常

に最新の情報を把握することにより、適切に対応を行っていくように努めます。 

 体験研修では、農業の初歩的研修から実際に就農を目指す就農希望者に至るまで、幅

広い研修プログラムを構築し、積極的に実施してまいります。具体的には、相談者が農

業に適しているかどうかの確認をするための体験的研修、野菜や果樹など、いわゆる園

芸作物と呼ばれるものの基礎的栽培知識、技術の習得などの基礎知識・技術習得研修。

新潟県農業大学校や先進的農家、生産者法人で専門的な研修や新規導入の作物の栽培知

識、技術を習得する専門知識・技術習得研修。農業経営のための知識習得の農業経営研

修の四つです。また、新規就農が実現した人に対しても、就農の状況を把握し、経営や

栽培技術に関する課題、問題があれば、農業活性化研究センターや農業普及センターと

連携し、適切なアドバイスのサポートを行います。 

 現指定管理期間においては、新潟市農林水産部からの業務委託ではありますが、障が

い者の方々への就農支援を事業として、市内福祉施設から障がいのある方を受け入れ、

軽作業の指導を行うなど、12 次産業化の取組みも行ってまいりました。新規就農者の確

保、育成は、農業者の高齢化と担い手不足という農業構造を踏まえて、行政を中心に行

ってきた経緯があるため、アグリパーク単独では行うことができず、新潟市、新潟県と

の情報共有等の連携は不可欠です。このことから、行政機関との連携を密にした就農支

援事業に取り組みます。また、地域の農業者や農業大学校、農林公舎と連携を図り、多

様な研修を実施いたします。 

 次に、食品加工支援事業についてご説明します。食品加工支援事業においては、各種

事業を展開して、ある程度の認知ができたものと思います。また、その中でも、加工室

利用者の８割が農業関係者となっており、６次産業化への関心の高さが伺えます。食品

加工講座は年間約 50 講座、受講生約 330 名を継続して実施しております。内容について

も充実した講座内容と親切で丁寧な運営を念頭に置き、講師との詳細な事前打ち合わせ

を行うことで、分かりやすい技術指導を行ってきました。その結果、受講者アンケート

では、大変満足、満足の回答が 95 パーセント超となっております。今後は、一部の講座

を専門職の強い内容にシフトさせ、受講者のビジネス化への関心を促します。加工室の

利用者については、令和元年度はコロナの影響を受けて、飲食店経営者の利用希望が殺

到し840名という過去最高の数値を記録しました。また、その年の年度についても 700名

以上の前指定管理期間を上回る数字を上げております。今後は、各種装置のマニュアル

整備と利用者への指導、加工室利用者の製造記録表の保管、生産品の細菌検査記録結果

の保管、生産品のサンプル保管、各種衛生関係記録の保管、安全衛生のさらなる取組み

改善に努め、食の安全・安心を推進してまいります。また、施設の利用については、講

座、加工室利用を問わず、施設全体の包括的利用者の向上に焦点を定めることとし、５

年後には施設利用回数年 420 回以上、利用人数を年 1,080 名以上にいたしました。 

 次に、宿泊事業及び自主事業についてご説明します。いまだにお客様より、体験しな

くても宿泊できますかとのお声を頂くことがあります。教育ファーム、就農支援、加工

支援の三本柱の事業の評価が多くなるほど、一般利用者の方々にとっては利用のハード

ルが高い施設との認識が生まれているのかもしれません。宿泊についてはこれまでも搾

乳体験と牛乳の試飲、宿泊をセットにしたアグリパークの牛づくしプランや当グループ

が運営するいくとぴあ食花、新潟ふるさと村とアグリパークで連携した新潟市再発見ツ
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アーなど、アグリツーリズムを取り入れたプランを販売してまいりました。また、料金

についても 15 人以上の団体や障がい者に向けた割引制度を設定し、さまざまなお客様の

利用を促してまいりました。 

 今後は周辺の白根グレープガーデン、白根観光きのこ園等の地元の観光施設と連携し

た宿泊プランを企画販売することにより、これまでアグリパークのことを知らなかった

方や農業に興味がある県外の方へ向けて、ここが宿泊のできる施設であることをＰＲし

て、利用者増加に努めてまいります。 

 自主事業については、これまでも食と農をテーマにさまざまな事業を展開してきまし

たが、今後はより時代に即した事業をお客様目線で提供し、新潟市の食と農のすばらし

さを今以上に伝える取組みを行います。特に昨今、ブームとなっているアウトドアに関

連した計画は最優先事項とします。バーベキューはこれまでも実施していましたが、今

後、リピーター、新規のお客様を増やすための工夫として、初心者の方向に向けて火起

こしマニュアルの作成や点火剤等の追加及びバーベキューに収穫体験を加えたプランの

販売などを行ってまいります。さらにキャンプサイトの整備については、ＡＳＰで利用

した学校からもっと大人数で泊まりたい、いろいろな野外活動を体験したいという声が

あり、また一般の方からもテントを張って宿泊できるスペースが欲しいとの声があるた

め、これらのニーズにこたえるべく進めてまいります。これまでもイベントとして、初

心者向けファミリーキャンプ体験を実施してきたことがあり、募集開始後、即日満員と

なり大人気でした。キャンプサイトを整備することで、今まで以上にお客様のニーズに

こたえ、そしてそれ以上に快適に楽しめるサービス、新たなプランを提供します。 

 また、グッズ、お土産品の開発を検討します。当施設は、日本初の公立教育ファーム

として、県内外からさまざまな団体が視察に訪れます。これらをそういった方々へのノ

ベルティとして、またお客様が当施設に訪れた記念やお友だちなどへの贈り物として活

用することで、施設の認知度アップとアグリパーク、ひいては新潟市の取組みの周知を

図ります。 

 障がい者雇用及びＳＤＧｓの取組みについてご説明します。まずは障がい者雇用です。

当グループ構成各社は、その社会的責任を果たすべく、障がい者の雇用にも積極的に取

り組んでいます。グリーン産業及び愛宕商事が、法令が定める障がい者雇用率を遵守し

た人数を雇用していますし、また新潟ビルサービスにおいても 1,800 名を超える企業で

ありながらも、この雇用率を確実に遵守しております。アグリパークについては、現在、

採用にまで至っていませんが、今後、希望者があった場合は、本人のスキルにかんがみ

ながら、いろいろな役割を担っていただくべく、常に門戸を開いて雇用に努めてまいり

ます。 

 最後にＳＤＧｓの取組みについてです。これまでも当施設のメイン客層であるファミ

リー層へ向けたＳＤＧｓイベントを企画実施しました。おいしい野菜を作るためには不

可欠な堆肥ができるまでの話と、それを作るために重要な役割を担ってくれる牛へのお

礼のえさやり体験、野菜の収穫と調理を組み合わせた体験やコロナの影響で中止となっ

て大量に余ってしまった里芋を使ったお菓子作り体験などです。すぐ実践できる身近な

取組みや、何気なく食べているものが食卓に並ぶまでのストーリーを伝えることで、Ｓ

ＤＧｓを自分ごととしてとらえてもらうことが目的です。これらは今後も継続するとと

もに、さらにフードドライブや規格外農作物の活用なども検討してまいります。農家が
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普段している中で味は問題ないが見た目が悪い。もしくは自然災害によって出荷できな

くなった、いわゆる規格外農作物の活用は食品ロスを減らすことにつながるため、新潟

市南区を中心とした農家と連携して行います。具体的には三つの企画を検討しています。

まずはイベントの実施です。当施設で栽培しているピーマンも完熟した一番おいしいタ

イミングは見た目が悪く、体験でもなかなか収穫してもらえません。そういった見た目

は悪いが、味も栄養も豊富なものを活用し、見た目では分からない野菜の魅力に気づい

てもらいます。また、レストランとのコラボレーションも検討中です。周辺農家の規格

外農作物をメニューに活用することで商品の原価を下げるとともに、使用した農産物を

提供してくださった農家の紹介や実際に使用した野菜の販売を行うことで、双方にメリ

ットが生まれます。また、加工品の製造についても検討します。自然災害などでの緊急

時に迅速に対応できるよう、事前に食品加工支援センタースタッフと試作や仕組みづく

りの打ち合わせを重ね、あらかじめ準備を進めておき、いざというときに対応できる体

制を整えます。当グループは、新潟市が目指す行政施策を着実に推進しつつ、さらに事

業を発展させ、新潟市の農業の魅力を伝えてまいります。 

 以上でご説明を終了いたします。 

 

（司 会） 

 それでは、これからアグリパークのヒアリングを開始いたします。委員の皆様のほう

でご意見、ご質問等ございましたら、挙手お願いいたします。 

 

（中野委員） 

 アグリパークは、私はとても大好きなところなのですけれども、ぜひたくさんの人に

行ってもらいたいと思います。県外からの集客ということで、力を入れていこうという

お話しですけれども、インバウンドに関して、東南アジアの人たち、シンガポールの人

たちは本当に農業のことが大好きで、新潟というともう農業。そのために来たという人

もいるのです。シンガポールの若い女の子がうちに来まして、稲刈りをさせろと言うの

です。それくらいにすごく新潟の農業というものには注目しているというのが世界です

ので、その辺のところをどのようにお考えなのかということ。 

 今、お話を伺っていて、就農支援のほうですが本当にありがたいです。農家さんたち

は疲弊しているので、新規就農の人が増えていただいて、それも例えば、若い人たちや

県外からの人が来るというのはとてもすばらしいと思っています。ぜひ積極的に進めて

いただきたいと思う反面、これは一生懸命やるとすごく人がいるなと思いまして、人の

配置率、何人ここにいますよと見せていただいたのですけれども、多分、人員のところ

がかなり苦戦されているのかと感じています。農地があって、牛たちがいて、なおかつ

販売所があって、駐車場も広いとなると、いわゆる働く人たちが疲弊されているのかな

と感じて、その辺りどのように今後、展開されるのか教えていただきたいと思います。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 まずインバウンドの関係ですが、シンガポール、香港、実は新潟県の港湾振興課から、

クルーズ船の誘致活動を今後、アフターコロナに向けて盛んにやっていくと。その中で、

旅行業者から、新潟で親子で体験できる施設はあるか、こういう問い合わせがあったの
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で、アグリパークを候補として紹介したいという申し出ありまして、ぜひと。そのクル

ーズ船は具体的にいつからということは分からないのですけれども、釜山から福岡、金

沢、新潟ということを一つの候補になるということであります。おっしゃったとおり体

験したいという外国人旅行者の方はたくさんいる。近隣にあります白根グレープガーデ

ンに聞きますと、コロナ前はやはりシンガポールとか、香港とか、中国もそうですけれ

ども、たくさんの人がバスで来ていたということです。アグリパークも近隣にあります

ので、親子で体験という意味ではまさにアグリパークは適していると思います。グレー

プガーデンでぶどう狩り体験をしてもらって、アグリパークで野菜収穫とピザ作り体験

を組み合わせることで何か発信できるかなと思っております。ただ、アグリパーク単独

ではなかなかインバウンドというのはかなり難しいですので、県や旅行会社、これらと

連携しながら、いつでも提案できるような準備をしていきたいと思っております。ただ、

外国から来ていただくとなると、搾乳体験等については、動物の検疫だとか、口蹄疫と

かありますので、慎重に検討しつつも、いつでもできるような体制、プランは練ってい

きたいと考えているところです。 

 限られた人数の中で、宿泊業務がありますので 365 日稼働、シフト体制でやっており

まして、職員の中でも加工センター、就農支援、総務の宿泊を兼務でやっている人間も

おります。今後の働き方改革のバランスの中で、アグリパークは、例えば１月から２月

というのは、雪が積もるとほとんど閑散期に入りますので、年間で調整しながら、場合

によっては冬期間の開館時間を減らすとか、あるいは業務によっては休館日という形も

考えていくということで、所管課と十分協議しながら、進めていきたいと考えています。 

 

（中野委員） 

 すごくポテンシャルが高い、就農のほうもぜひ、積極的にお願いしたいと思います。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 就農支援につきましては、アグリパーク単独では完結できないのです。市と県と連携

しないと、やはり就農支援もできませんので、それは基本的な考えとしてやっておりま

す。情報は市の８区、それから県と常に共有しています。農家の法人化、担い手不足と

いう現状は十分理解していますが、ただ、誰でもいいから就農させるという考えだけは

持たないように、必ず適性がありますので、その辺を見極めながら、担い手を確保して

いきたいと考えています。 

 

（中野委員） 

 施設としては立地条件もいいですし、すごくこれから伸びるのだろうと思っています

ので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 

（伊藤委員） 

 アグリパークにつきましては、コロナという非常に状況の悪い中、工夫をして頑張っ

ていらっしゃるということで評価されていると思います。目標の数値についてお聞きし

たいのですが、いくとぴあ食花の目標数値とアグリパークの目標数値が書かれていると

ころを比べてみたのですが、いくとぴあ食花は各施設の参加人数を合計すると、いくと
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ぴあ食花の全体の人数があるのですが、アグリパークの場合、令和５年が 17 万人という

目標の来場者数なのですが、下に書いてあるどれとどれを計算するとこうなるのかがよ

く分からないので、それをまず確認させてください。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 ここは 17 万人のうち、特に三大業務プラスクラブハウスで行う事業とか、宿泊です。

こちらの項目を下のほうの表でピックアップしたもので、単純にこれを足すと 17 万人に

なるという数字ではございません。この 17 万人というのは施設に立ち寄った方も含めて

カウントしたいということです。あくまで下の数字は教育ファームの受け入れた学校の

生徒さんの数、就農支援も農業塾に参加してくれた方の数、加工支援の利用者の数、ク

ラブハウスについては宿泊等で実際に受け入れた数ということで、それ以外に直売所に

おいでになられる方、レストランにおいでになる方もいらっしゃいます。そういったと

ころのカウントが今まで不十分だったということが言えると思いますので、今後、それ

を含めて、ただし全体としてのポテンシャルも 17 万から 19 万ということにさせていた

だいて、下の数字とのかい離が出ているのは、その部分とご理解いただきたいと思いま

す。 

 

（伊藤委員） 

 それを確認したうえで、一つお聞きしたいのですが、各事業、それぞれ大切な事業な

のですが、この年次別の計画の数字を見ておりますと、例えば、教育ファームの受入校

数、児童数、就農支援の農業塾人数、就農研修人数、就農相談人数、そしてクラブハウ

スのボランティア受入人数と障がい者受入人数というのが、ほとんど５年間変化がなく

設定されています。コロナで大変条件が悪いのは分かるのですけれども、今後、コロナ

の弱毒化やｗｉｔｈコロナの状況から考えて、全く変動がなく設定したという理由をお

聞かせいただければありがたいと思います。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 まず教育ファームについてご説明しますと、ご存じのとおり、ＡＳＰにつきましては、

もうすでに新潟市内の学校のすべてが来訪されております。すでにフルマックスの状態

になっていて、生徒さんの数も減っていくことも考えますが、一応、それは横ばいとさ

せていただいています。その反面、一般のほうは、年々少しずつではありますが微増。

これは自主プログラムでお客様に告知をして勧めていきたいというところでございます。

就農支援に関しても、スタッフのある程度の部分がマックス状態になっていることも踏

まえて、加工支援も機器の稼働率がもうすでに 80 パーセント以上超えているという状況

で、どうしてもキャパシティの上限にも近づいているという考えです。増設しないとな

かなか数は増えていかないという項目もあるのだということです。ですから、17 万を 19

万にするためには、宿泊者を増やしたり、イベントをやって来場者を増やしたり、直売

所やレストランのほうへの利用促進をしたりというところで、基本ベースから発生する

人数を増やしていくというところに注力をしたいと考えております。 

 

（伊藤委員） 
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 ちょうど人数の変動がないところが、実はこのアグリパークの中心的な事業というか、

アグリパーク事業の目標にかかわる数値なもので、それはどうしたのかなということで

お聞きいたしました。ご説明いただきまして、理由がよく分かりました。 

 もう一点、アクションプランの中で、アンケートを取るという、例えば、学校の場合

は、学校アンケート来園校実施ということでアンケートが取られていますし、食品加工

支援センターの場合は、受講者アンケート毎回実施ということで、これはアクションプ

ランに位置づけておられるのですが、本当はアクションプランと何かを組み合わせてア

クションをするということだと考えられているのですが、アンケートを取った後、どう

なるのかということで、お聞かせいただければありがたいと思います。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 教育ファームに限ってお話しさせていただきますが、アンケートを取りますと、やは

りこのようにしてもらいたいという意見は出てくるわけでございます。子どもたちがア

グリパークに行って絵をかいたと。それをぜひ飾ってもらうことはできないだろうかと

いう、その意見を反映しまして、アグリ・アート展というものを始めているとか、幼稚

園の子どもたちが冬場に来たときにアイスクリームを作ると、とても寒くてがたがた震

えながら食べているという状況が生まれますので、牛乳を使った何か温かいものに変え

たものを食べていただくようなプログラムを作れないかとか、そのようにして少しずつ

教育ファームの改善を図っているというような状況でございます。 

 

（伊藤委員） 

 そうだということで、大変きめ細かな運営がされていると思いますので、アンケート

実施による改革アクションであるとか、アンケートを取ることがのではなくて、それに

よってどう改善するというアクションという形でやっていくのがいいのではないかと感

じました。 

 

（村山委員） 

 アグリパークといくとぴあ食花の指定管理者について同じということで、そこを活か

したスケールメリットというか、取組みとして、いくとぴあ食花との連携した取組みの

お考えというのは何かありますでしょうか。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 いくとぴあ食花とアグリパークともう一つ県の施設である新潟ふるさと村は同じ運営

グループで運営しておりまして、そことの連携ということで、昨年の冬、新潟市の魅力

再発見ツアーを実施しました。いくとぴあがちょうど夏と冬にイルミネーションのイベ

ントをやります。いくとぴあでイルミネーションを見ていただいて、焼肉レストランが

ありますので、そこで食べて、そしてアグリパークに来て泊まっていただく。翌朝、野

菜収穫体験をしてコテージで自分たちでその野菜をもとにお味噌汁等を作っていく。そ

して、牛のえさやり体験やら、搾乳体験を楽しんでいただいて、アグリパークのレスト

ランで昼食を取って、最後にふるさと村で新潟市なり、新潟県の越品といいますか、思

い出を作る。ちょうど旅行の県民割がありましたので、非常にお安く体験できるという
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ものです。特に家族連れの方々に来てもらい、それぞれの施設の特色を出し、アグリパ

ークでは泊まって楽しかったねだけではなくて、野菜収穫をやって、農業を学ぶ。こう

いうことを一つのスタート地点としてやりました。この冬に向けて第３弾ということを

考えております。これはやはり同じグループならではの対応ができたのかなということ

で、定番商品として続けていけるのかとは考えております。 

 あともう一つ、アグリ・アート展に作品を応募してくださった子どもたちへの景品と

して、キラキラガーデンの入場券をプレゼントということもやっております。 

 

（村山委員） 

 もう一点なのですけれども、直売所レストランに関してのこれまでの課題と、それに

対する対応というところをお聞かせ願えますか。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 直売所に関しましては、株式会社にいがた村に入っていただいておりますが、年々、

直売所の売り上げが少し落ちていると。コロナの影響で施設のイベントが少なくなった

関係もあって落ちているというところもありまして、苦戦はしています。いくとぴあに

比べて、約５分の１の広さしかございませんので、にいがた村のほうからも、かねてよ

り店舗の増設ということを言われておりました。そこに関しては新潟市にも大変ご協力

をしていただいて、今回の指定管理期間中に外のほうに新たな店舗を増設させていただ

いたり、取組みはさせていただいております。 

 レストランに関しては、最初はオーシャンシステムのほうで米どころんというレスト

ランをオープンしていたのですが、他店舗展開の中でどうしてもここは営業は不向きだ

ということで撤退をされました。撤退された後にグループの中での愛宕商事でレストラ

ンの運営を引き継いでいただきまして、今に至っています。残念ながら経営に関しまし

ては、軌道に乗っている状況ではなくて、かなり苦戦をしているというのが現状です。 

 対策と今後考えていることは、この 11 月からスタートするのですけれども、アグリパ

ーク内部でも連携して底上げを図ろうということで、11 月から３月にかけて、それぞれ

1,500 円以上、にいがた村で 1,500 円以上の買い物、レストランでも 1,500 円、アグリパ

ークの体験 1,500 円、おひとりでも、ご家族でもいいのですけれども、1,500 円ごとの支

払いごとにスタンプを押して、同じスタンプカードで、三つ貯まるとレストランでの 10

パーセント、みんな店内飲食で 10 パーセント、それからアグリパークの体験料 300 円引

きということをこの 11 月１日からスタートするべく、準備を進めております。レストラ

ンは、それでも外食が少し戻ってきたということで、やや伸びつつあるのですけれども、

にいがた村のほうは、やはり買い控えといいますか、ここに来てまた厳しさが増してお

りますので、何とかてこ入れをしたい。直売所には年間 11 万人くらい来場がありますが、

直売所には来るのだけれども、それ以外は利用しないというお客様がかなりいらっしゃ

います。それを取り込もうということ、回遊性を高めようということと併せて、直売所

の客単価が大体１人当たり 1,300 円くらい、レストランが 980 円くらいということで、

何とか客単価の引き上げと、それから体験してくれるアグリパークのほうにも周回性を

高めていこう。利用者数を伸ばしていこうということで、まさに村山委員ご指摘のとお

りで取りかかることで準備を進めているところでございます。 
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（椎谷委員） 

 子どもたちにとっても、体験してもらいたい内容、またこれから始まる自主事業にプ

ラスされたイベントとか、いろいろあります。知ってもらう広報として、何か考えられ

ていることはありますでしょうか。特に子どもの場合は、親が動かないとなかなか行く

ことができなかったりしますので、大人に向けた今までにない発信のしかたとか、そう

いったことを考えられているのであれば、教えていただきたいと思います。特に宿泊が

なかなか伸びないというようなこともありますが、非常に低料金で、知ったらきっと来

てくれるのだろうなというような施設ですので、広報のことで何か考えていらっしゃる

ことがあったら、教えていただきたいと思います。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 いろいろ手探りながらも実践をしているところです。まず、ＡＳＰで年間１万人近く

の学校の児童、それから先生方が来られる、それを何とか保護者のほうも一緒に週末、

来てもらいたいということで、アグリパーク通信という広報のチラシがあるのですが、

それを児童に持って帰ってもらう。家庭で今日、アグリパークでこんなことをしてきた

よというような話をしてもらう。そうすると私も来ましたみたいな形で保護者が土日に

来るケースが増えているということも一つあります。 

 それから、ホームページでの発信に加えまして、インスタグラムやツイッターなどＳ

ＮＳでの発信や、宿泊がコロナになってから厳しさを増しておりますので、コロナによ

ってワーケーションプランということで、アグリパークに仕事デスクもちゃんと備えて

あります。市のほうにお願いしまして、フリーＷｉ－Ｆｉもつけてもらいました。ワー

ケーションプラン、非日常空間のところで、落ち着いてしっかりと仕事をしてもらえる

ようなプランも、連泊割引をつけまして出しております。 

 直近のところでは、新潟県がやっているサイクリストに優しい宿ということで、アグ

リパークに隣接している大通川沿いにサイクリングロードがあるのです。非常に恵まれ

たところではありますので、県に申請しまして、10 月に認定を受けました。ちなみに下

越地区で認定を受けているのは、ＡＮＡクラウンプラザホテルとホテルオークラとアグ

リパークの３施設だけなのです。逆にアグリパークのおもしろさが出せるかなと。シテ

ィホテルもいいけれども、ここもいいよという形で、それらも含めて、広くホームペー

ジ等で発信したり、マスコミ等にも出したりしながら努力をしているところであります。 

 

（椎谷委員） 

 今、お話をお伺いした中でも、そういうことをされて、もっと知ったら来られるのに

なと思いました。ちなみにチーズの開発を私はテレビで知りまして買いにいったという

こともあります。いろいろなメディアも使いながら発信していくと、より多くの方が来

られるかと思いました。 

 

（間瀬委員） 

 自主事業を計画されているところがいくつかあると思うのですけれども、収支計算書

のほうでは自主事業に収入として計上されているという認識でいいのか、それとも利用
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料金とか雑収入に分散されて計上されているのか。どのような状況でお考えでしょうか。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 自主事業に関しましては、まずその他委託料も自主事業に計上させていただいていま

す。これは農福連携事業で別に新潟市から委託を頂いている部分をこの自主事業という

表記の中に入れさせていただいているのが 230 万。それから、宿泊飲料収入で泊まった

場合、ご提供したお食事についての飲料収入として 230 万。そのほかに自動販売機の利

用収入を計上させていただいております。同じく原価のほうも宿泊飲料収入と、そこで

かかったレストランの費用等を計上していまして、大きな部分については自動販売機の

飲料収入手数料が上がっているというところです。 

 

（間瀬委員） 

 先ほどの質問と近いのですけれども、提携が限界にきている、フルマックスの状態で

あるという中で、一般客の獲得に向けて何とか取り組んでいこうかなという計画だとは

思うのですけれども、広告宣伝費が一般客へ訴求する際に、どうしても距離的なハード

ルの高さになります。そうしますとホームページの発信が来客につながるかというと、

つながらないケースがけっこうありますので、広告宣伝費が減っているということは、

一般客の増に関しての取組みが問われるところなのです。当然、競争が激化しますので、

選ばれる必然性というところでは、魅力が山ほどあるとは思うのですけれども、いまい

ち、外に伝わっていないのではないのかなというところもあります。提携が限界化して

いるとは言いつつも、もう少し視野を広げていただいて、例えば、企業などの提携だと

か、大人の学び直しではないですけれども、シニア層というのは、直売所に行ったりと

いうことは、それ自体が旅行感覚という方もいらっしゃるとは思います。一番お金を持

って動く層をどうやってつかまえるかという施策が今一度、必要ではないのかというと

ころです。今回、自主事業で取り組まれることが、いわゆる施設としての最低限という

部分で取り組んでいるようですから、先ほどのいくとぴあと重なりますけれども、デー

タを分析するという実態がどうなのかを知るというところをひとつ目指していただきた

い。質問ではなくて意見になってしまったのですけれども、そういった取組みを期待し

ているところです。 

 

（アグリパーク運営グループ） 

 今後、目指さなければならない収支計画書の中の真ん中の部分です。雑収入、それか

ら体験料収入と。これは私どもの工夫で増やしていかなければならないところだと思っ

ておりますし、宿泊料収入についても同じです。広報に関しては、広報費がこれで大丈

夫なのというご指摘はおっしゃるとおりでございますが、プラスマンパワーでの営業活

動。先ほど言いましたように、企業へチラシを配布する等の作業、それから企業間の連

携を図ったり、検証をしながら、少しでも増やすようにしたいとは思っております。 

 

（司 会） 

 それでは、これでヒアリングを終了いたします。 

これですべていくとぴあ食花及びアグリパーク指定管理者申請者評価会議の公開プレ
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ゼンテーション及びヒアリングを終了いたします。本日の結果につきましては、準備が

整い次第、新潟市のホームページで公開いたします。 

 なお、この後の会議は非公開となります。傍聴者の皆様、申請者の皆様はこれで終了

となりますので、ご退席をお願いいたします。ご苦労さまでした。 


